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地域における健康教育の効果測定指標の使用実態

日本公衆衛生学会の成人・老人保健にかかわる発表演題の分析
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目的　地域における成人・老人保健にかかわる健康教育の効果測定指標の使用実態について，文

献的方法により，指標分類を作成した上で教育テーマ別に明らかにすること。

方法　日本公衆衛生雑誌の第42巻から第44巻までの総会抄録集掲載の一般演題のうち，健康教

育，成人保健Ｉ・Ⅱ・Ⅲ，老人保健の分科会に分類された計1,402題から，1)成人・老人保

健における主要な健康課題をテーマとしていること，2)健康教室を実施するなど健康教育を

主体とした介入を行っていること，3)介入前後の調査を通じて教育効果を測定しているこ

と，の条件を満たすものを著者らにおいて選択し，95題を分析対象とした。まず，健康教育

のテーマの内訳を集計した。次に，指標分類を作成の上，個別の指標の使用件数および指標

分類別の使用件数を算出した。さらに，教育テーマ別に指標の使用実態を分析した。

結果　1.　健康教育のテーマは「健康増進」31題，「禁煙」15題，「肥満」13題，「運動」11題，「高

脂血症」6題，「骨粗鬆症」5題等の順であった。

　2.　指標分類は「1.セルフケア能力」，「2.客観的健康度」，「3.主観的健康度」，「4.社会

的支援環境」，「5.健康教育への参加状況」の大分類とし，187種類の指標が用いられてい

た。使用件数は計564件であり，内訳はセルフケア能力30.3％，客観的健康度58.7％，主観

的健康度6.0％，社会的支援環境0.5％，健康教育への参加状況4.4％であった。

　3.　「健康増進」および「運動」では同種の指標を使用している傾向がみられ，「肥満」で

は客観的健康度と健康教育への参加状況が重視されていた。また，「禁煙」では保健態度，

保健行動（喫煙）の使用頻度が多いことが特徴的であり，「高脂血症」，「骨粗銀症」および

「高血圧」では，検査成績が高頻度に使用されるなど，教育テーマごとに特有の使用実態を

示しており，現状において評価実施者が重視し着目する効果の内容を反映したものと考えら

れた。

結論　日本公衆衛生学会総会で発表された一般演題を分析対象として，地域における成人・老人

保健にかかわる健康教育の効果測定指標の使用実態について検討した結果，評価実施者は，

教育のテーマや目標，参加者の特性に応じて指標を選択し使用している実態が明らかとなっ

た。
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